
                                                           

                                 

 

  

 

 

注意！！県内各地でクマの目撃情報！！ 

10 月 18 日早朝、勝山市の畑で農作業をしていた方が、背後からクマに襲われ、右後頭

部などに全治２週間のけがを負いました。また、福井市の路上でもクマが目撃されました。

富山市では 17日に、クマに襲われたとみられる遺体を警察官が発見したそうです。本校は、

自然豊かな山間部に立地しており、クマが出没することを想定して、厳重な注意が必要です。

クマによる人身事故を防ぎ、クマと共存するために最も大切なことは、クマと出会わないよ

うにすることです。下記の項目について確認し、クマによる被害にあわないように気を付け

ましょう。 

 

【クマと出会わないようにするための準備について】 

（１） 自分の存在をクマに知らせる。 

・山間部の道路を通るときは、クマ鈴やラジオなど、音がでるものを携帯しましょう。 

・音がでるものを携帯していないときは、声を出したり手をたたいたりして、自分の存在

をクマにしらせましょう。 

（２） クマの食べ物や生態について知り、クマとの遭遇を避ける。【環境省ホームページ参照】 

・人身事故の多くは、住宅地や農地などではなく、山林などのクマの生息地内で発生して

います。クマの目撃情報や出没情報があったところには、近づかないようにしましょう。 

（３） クマの新しい痕跡（糞、食痕、爪痕）があった際は、十分気を付ける。 

 

 

 

【クマに出会ってしまったら】 

（１） とにかく落ち着く!! 

（２） 騒がず、走らず、ゆっくり後退。 決して走ったり逃げたりしてはいけません。 

  ※クマは逃げるものを追いかける習性があります。 

※クマを興奮させないことが大切です。クマは、木登りも水泳も走るのも得意です。 

※子グマであっても絶対に近づかない。近くに親グマがいます。危険ですから、速やか

に立ち去りましょう。 

（３） 攻撃が避けられないときは、地面に伏せ、頭を低くして両手で首の後ろを守る!! 

 

 

※ 裏面に、環境省のクマ被害防止パンフレット「豊かな森の生活者 クマと共存するため

に」の一部を抜粋したものがありますので、参考にしてください。 
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